
重点
目標

具体的取組 主担当 現　　　状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準
（A＋Bの割合で評価）

調査対象
調査時期

満足 S：学校での勉強は分かりや
すい。

Ａ：よくわかる
Ｂ：だいたいわかる
Ｃ：わからない時がある
Ｄ：わからない

Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：70％以上80％未満
Ｄ：70％未満

全児童
7･12月

満足 P：子どもは，授業が分かり
やすいと言っている。

Ａ：よくあてはまる
Ｂ：だいたいあてはまる
Ｃ：あまりあてはまらない
Ｄ：あてはまらない

Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：70％以上80％未満
Ｄ：70％未満

全保護者
7･12月

成果 S：学年に応じた家庭学習時
間が定着している。

Ａ：週７日
Ｂ：週５日以上
Ｃ：週３日以上
Ｄ：週２日以下

Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：70％以上80％未満
Ｄ：72％未満

全児童
7･12月

成果 S・P：自分で計画を立てて
勉強している。

Ａ：よくあてはまる
Ｂ：だいたいあてはまる
Ｃ：あまりあてはまらない
Ｄ：あてはまらない

Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：70％以上80％未満
Ｄ：70％未満

全児童
全保護者
7･12月

努力 T：指導力向上のために積
極的にアドバイス・指導をし
ている（受けている）。

Ａ：よく取り組んでいる
Ｂ：取り組んでいる
Ｃ：あまり取り組んでいない
Ｄ：取り組んでいない

Ａ：100％
Ｂ：90％以上100％未満
Ｃ：80％以上90％未満
Ｄ：80％未満

全教員
7･12月

集計･分析
（加納）

努力 T：学力調査結果の分析を，
各教科の単元構成やあっぷ
UPタイムに位置づけて学力
向上に取り組んでいる。

Ａ：よく取り組んでいる
Ｂ：取り組んでいる
Ｃ：あまり取り組んでいない
Ｄ：取り組んでいない

Ａ：100％
Ｂ：90％以上100％未満
Ｃ：80％以上90％未満
Ｄ：80％未満

全教員
7･12月

指導研究
（赤池）

努力 T：研究の重点である「考え
たくなる課題」「考えを深め
るための工夫」のある授業
を構築しようとしている。

Ａ：よく取り組んでいる
Ｂ：取り組んでいる
Ｃ：あまり取り組んでいない
Ｄ：取り組んでいない

Ａ：100％
Ｂ：90％以上100％未満
Ｃ：80％以上90％未満
Ｄ：80％未満

全教員
7･12月

満足 S：外国語活動に楽しく参加
している。

Ａ：とても楽しい
Ｂ：楽しい
Ｃ：あまり楽しくない
Ｄ：楽しくない

Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：70％以上80％未満
Ｄ：70％未満

全児童
7･12月

努力 Ｔ：英語アシスタントと連携
し，コミュニケーションを図る
素地となる資質・能力を養う
指導に主体的に努めてい
る。

Ａ：よく取り組んでいる
Ｂ：取り組んでいる
Ｃ：あまり取り組んでいない
Ｄ：取り組んでいない

Ａ：100％
Ｂ：90％以上100％未満
Ｃ：80％以上90％未満
Ｄ：80％未満
Ａ：100％
Ｂ：90％以上100％未満

全教員
7･12月

成果 Ｓ：毎日学校へいくのが楽し
い。

Ａ：よくあてはまる
Ｂ：だいたいあてはまる
Ｃ：あまりあてはまらない
Ｄ：あてはまらない

Ａ：100％
Ｂ：90％以上100％未満
Ｃ：80％以上90％未満
Ｄ：80％未満

全児童
7･12月

成果 Ｐ：子どもは学校へ行くのが
楽しいと言っている。

Ａ：よくあてはまる
Ｂ：だいたいあてはまる
Ｃ：あまりあてはまらない
Ｄ：あてはまらない

Ａ：100％
Ｂ：90％以上100％未満
Ｃ：80％以上90％未満
Ｄ：80％未満

全保護者
7･12月

成果 Ｓ：いじめはどんな理由が
あってもいけないと思う。ま
た，いじめをしていない。

Ａ：よくあてはまる
Ｂ：だいたいあてはまる
Ｃ：あまりあてはまらない
Ｄ：あてはまらない

Ａ：100％
Ｂ：90％以上100％未満
Ｃ：80％以上90％未満
Ｄ：80％未満

全児童
7･12月

成果 Ｐ：学校のいじめの未然防
止や早期発見の取組が伝
わってくる。

Ａ：よくあてはまる
Ｂ：だいたいあてはまる
Ｃ：あまりあてはまらない
Ｄ：あてはまらない

Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：70％以上80％未満
Ｄ：70％未満

全保護者
7･12月

努力 Ｔ：いじめの未然防止や早期発
見・早期解決に努め，敏速な対
応をする。個人カードを活用し
た指導を継続する。

Ａ：よく取り組んでいる
Ｂ：取り組んでいる
Ｃ：あまり取り組んでいない
Ｄ：取り組んでいない

Ａ：100％
Ｂ：90％以上100％未満
Ｃ：80％以上90％未満
Ｄ：80％未満

全教員
7･12月

成果 Ｓ：Ｑ－Ｕ調査からの実態把
握
【学級満足群の割合】

Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：70％以上80％未満
Ｄ：70％未満

3～6年
5･10月

成果 Ｓ：自分にはよいところがあ
る。

Ａ：よくあてはまる
Ｂ：だいたいあてはまる
Ｃ：あまりあてはまらない
Ｄ：あてはまらない

Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：70％以上80％未満
Ｄ：70％未満

全児童
7･12月

努力 T：児童のよいところを見つ
けたり気づいたりできる指
導をしている。

Ａ：よく取り組んでいる
Ｂ：取り組んでいる
Ｃ：あまり取り組んでいない
Ｄ：取り組んでいない

Ａ：100％
Ｂ：90％以上100％未満
Ｃ：80％以上90％未満
Ｄ：80％未満

全教員
7･12月

努力 Ｔ：生徒指導の3機能を生かして
授業を行っている。

Ａ：よく取り組んでいる
Ｂ：取り組んでいる
Ｃ：あまり取り組んでいない
Ｄ：取り組んでいない

Ａ：100％
Ｂ：90％以上100％未満
Ｃ：80％以上90％未満
Ｄ：80％未満

全教員
7･12月

★① 国・算・英の
３教科を校内研究
の核とし，若手教
員早期育成プログ
ラム等，日常的な
OJで教師の授業
力を向上させる。

② 学力向上ロー
ドマップを実働化
させ，学力調査等
検証をもとに授業
改善を図る。

③ 外国語教育の
全面実施を見据
え，「話す・聞く・読
む・書く」力を計画
的に育成する。

★① 授業の中に
生徒指導の３機能
を生かし，一人一
人の居場所づくり
を保障する。

② ＱＵ調査やいじ
めアンケートを活
用し，問題の早期
発見・早期対応を
心がける。

・前年度後期96％の児童が
「学校は楽しい」と感じてい
た。
・100％の児童が「楽しい」と感
じる学校づくりにしていくため
に，学校全体で生徒指導の３
機能を理解し取り組めるよう
に努めていく必要がある。
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指導研究
（赤池）

指導力改善
（北川）

若プロ担当
（川崎）

・３教科を軸に深めの発問を
研究していくことで，付けたい
力がより明確になってきた。
・家庭学習の定着について
は，昨年度は前期９５％，後
期９２％とA評価ではあったが
依然として個人差が大きい。
・「まなびぃず」を生かす等，楽
しく学ぶ授業づくりを通して，
主体的に学ぶ力を育成してい
かなければならない。
・リーダーを中心にニーズに
合った日常的なOJＴを行い，
着実に授業力向上を図ってい
かなくてはならない。

・学力向上総括部（４チームの
リーダー）で，ロードマップの
横の連携が図れるようになっ
てきた。
・学校研究をもとに，検証を生
かした授業改善を組織的に進
めていく必要がある。

外国語担当
（諸江）

・学校全体としての共通した取
組が十分ではなかった。英語
アシスタントとも連携し，全教
員が共通理解しながら，コミュ
ニケーションの素地を養うよう
な活動や指導を積極的に取り
入れていく必要がある。

確
か
な
学
力
の
育
成
と
外
国
語
教
育
の
充
実

い
じ
め
・
不
登
校
や
問
題
行
動
の
未
然
防
止
と
心
の
教
育
・
特
別
支
援
教
育
の
充
実

・隔月，いじめアンケート・ハー
トチェック・個人面談を実施し，
児童の思いを聞き取り，問題
の早期発見･早期対応に努め
ている。
・前年度いじめをいけないと思
う児童の割合を増加させるこ
とができた。
・昨年度いじめの事例を見逃
してしまった。よりアンテナを
高く張り，児童の様子を観察
し，組織的に対応していくよう
にする必要がある。

・昨年度，不登校児童は2人で
あった。
・児童理解の会やSCとの連携
により，学級や個人の様子に
ついての共通理解は概ね図ら
れている。
・前年度後期「自分にはよいと
ころがある」と思っている児童
は87％であった。
・生徒指導の3機能を生かして
授業を行い，自己肯定感や自
己有用感を高める必要があ
る。

生徒指導
（諸江）

生徒指導
（諸江）
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③ 児童を認める
温かい働きかけを
大切にし，児童の
気持ちを受容しな
がら指導・支援す
る。

生徒指導
（桝田）



努力 S：「スポチャレいしかわ」に
頑張って取り組んでいる。

Ａ：よく取り組んでいる
Ｂ：取り組んでいる
Ｃ：あまり取り組んでいない
Ｄ：取り組んでいない

Ａ：100％
Ｂ：90％以上100％未満
Ｃ：80％以上90％未満
Ｄ：80％未満

全児童
7･12月

成果 「スポチャレいしかわ」での
チャレンジ部門・ベスト部門
の結果

Ａ：20位以内8クラス以上
Ｂ：20位以内6クラス以上
Ｃ：20位以内4クラス以上
Ｄ：20位以内2クラス以下

全担当者
毎学期

努力 Ｔ：避難訓練を通して，事故
回避の安全な行動がとれる
ように指導している。

Ａ：よく取り組んでいる
Ｂ：取り組んでいる
Ｃ：あまり取り組んでいない
Ｄ：取り組んでいない

Ａ：100％
Ｂ：90％以上100％未満
Ｃ：80％以上90％未満
Ｄ：80％未満

全教員
7･12月

満足 S：自分の身を守るために考
え，行動できるようになって
いる。

Ａ：よくあてはまる
Ｂ：だいたいあてはまる
Ｃ：あまりあてはまらない
Ｄ：あてはまらない

Ａ：１００％以上
Ｂ：80％以上１００％未満
Ｃ：70％以上80％未満
Ｄ：70％未満

全児童
避難訓練

後

成果 S・P：毎日，朝ご飯を食べて
いる。

Ａ：よくあてはまる
Ｂ：だいたいあてはまる
Ｃ：あまりあてはまらない
Ｄ：あてはまらない

Ａ：100％
Ｂ：90％以上100％未満
Ｃ：80％以上90％未満
Ｄ：80％未満

全児童
全保護者
7･12月

成果 S：寝る時刻を守っている。 Ａ：毎日守っている
Ｂ：週６日守っている
Ｃ：週５日守っている
Ｄ：週４日以下守っている

Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：70％以上80％未満
Ｄ：70％未満

全児童
毎学期

努力 T：教育課程の実施内容・進
度・時数の管理や調整を適
切に行っている。

Ａ：よく取り組んでいる
Ｂ：取り組んでいる
Ｃ：あまり取り組んでいない
Ｄ：取り組んでいない

Ａ：100％
Ｂ：90％以上100％未満
Ｃ：80％以上90％未満
Ｄ：80％未満

全職員
7･12月

成果 T：教科横断的な視点で教
育活動を位置づけることが
できた。

Ａ：学期に3回以上
Ｂ：学期に2回
Ｃ：学期に1回
Ｄ：取り組むことができなかった

Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：70％以上80％未満
Ｄ：70％未満

全職員
7･12月

満足 Ｓ：学校の先生以外の人（ゲ
ストティチャー）と勉強する
のはためになる。

Ａ：よくあてはまる
Ｂ：だいたいあてはまる
Ｃ：あまりあてはまらない
Ｄ：あてはまらない

Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：70％以上80％未満
Ｄ：70％未満

全児童
7･12月

成果 Ｔ：地域人材を活用した授業
や体験活動を行っている。

Ａ：学期に3回以上
Ｂ：学期に2回
Ｃ：学期に1回
Ｄ：取り組むことができなかった

Ａ：100％
Ｂ：90％以上100％未満
Ｃ：80％以上90％未満
Ｄ：80％未満

全教員
7･12月

努力 Ｔ：ICTを活用した授業を
行っている。

Ａ：よく取り組んでいる
Ｂ：取り組んでいる
Ｃ：あまり取り組んでいない
Ｄ：取り組んでいない

Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：70％以上80％未満
Ｄ：70％未満

全教員
7･12月

満足 Ｓ・P：将来の夢や目標を
持っている。

Ａ：よくあてはまる
Ｂ：だいたいあてはまる
Ｃ：あまりあてはまらない
Ｄ：あてはまらない

Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：70％以上80％未満
Ｄ：70％未満

全児童
7･12月

成果 Ｔ：学校での取組の様子をよ
り多くの方に知ってもらうた
めに定期的にＨＰを更新し
ている。

Ａ：月２回以上
Ｂ：月１回以上
Ｃ：学期に1回以上
Ｄ：取り組んでいない

Ａ：100％
Ｂ：90％以上100％未満
Ｃ：80％以上90％未満
Ｄ：80％未満

全教員
毎学期

成果 Ｐ：学校は便りやＨＰ等で学
校の指導方針や子ども達の
様子などをわかりやすく伝
えている。

Ａ：よくあてはまる
Ｂ：だいたいあてはまる
Ｃ：あまりあてはまらない
Ｄ：あてはまらない

Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：70％以上80％未満
Ｄ：70％未満

全保護者
7･12月

① 会議や行事の
精選・効率化を図
り，子どもと向き合
い，教材研究する
時間を確保する。

教務主任
（加納）

・今学期は，会議の時間を1時
間以内に終了できるよう効率
化を図っていく。

努力 T：会議の効率化を図り，子
どもと向き合い教材研究す
る時間を確保している。

Ａ：よくあてはまる
Ｂ：だいたいあてはまる
Ｃ：あまりあてはまらない
Ｄ：あてはまらない

Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：70％以上80％未満
Ｄ：70％未満

全教員
7･12月

② 教師の意識改
革を図るとともに，
PTAやおやじの会
等，外部とも連携
していく。

CS事業担当
（加納）

・学校CNを活用したり取組を
スリム化したりできるように
なってきた。
・活動が前例踏襲にならない
よう教員の意識改革がさらに
必要である。

努力 T：授業や取組の無理と無
駄を省いていくように努力し
ている。

Ａ：よくあてはまる
Ｂ：だいたいあてはまる
Ｃ：あまりあてはまらない
Ｄ：あてはまらない

Ａ：90％以上
Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：70％以上80％未満
Ｄ：70％未満

全教員
7･12月

・職員一人当たりの時間外勤
務の平均は47.25時間であっ
た。80時間越えの職員も月平
均4.4人と全体の１/４程であ
る。

成果 T：一人あたりの勤務時間月
平均を昨年での10％減を目
指す。

Ａ：10％減
Ｂ：５％減
Ｃ：昨年度と同様
Ｄ：昨年度より増加

Ａ：10％減
Ｂ：５％減
Ｃ：昨年度と同様
Ｄ：昨年度より増加

時間外勤
務調査
７・12月

・昨年度，市教委資料配付や
PTAへの啓発を重ねること
で，保護者には浸透しつつあ
る。学校評価に位置づけるこ
とで，保護者への意識づけを
更に高めていく。

努力 P：県や市の方針を理解し，
教職員の本務である児童の
教育に向き合う時間を確保
できるように協力している。

Ａ：よくあてはまる
Ｂ：だいたいあてはまる
Ｃ：あまりあてはまらない
Ｄ：あてはまらない

Ａ：80％以上
Ｂ：70％以上80％未満
Ｃ：60％以上70％未満
Ｄ：60％未満

全教員
全保護者
7･12月

・コミュニティ・スクール事業が
４年目を迎え，学校でも地域
でも取組が浸透してきた。
・将来の夢や目標を持ってい
る児童は91％と増えてきてい
る。
・地域のよさを学んだり誇りを
持ったりしながら自分の夢や
目標に繋がる学習活動を積
極的行い，HP等で啓発するこ
とで，保護者・地域の協力を
更に活用していく。

教務主任
（加納）

③ コミュニティス
クール事業を効果
的に活用し，社会
に開かれた学校
づくりに努める。

① 新学習指導要
領を「学びの地
図」と位置づけ，
教科横断的な視
点で教育課程の
実施を図る。

体力づくり
（清水）

児
童
生
徒
の
体
力
・
運
動
能
力
の
向
上
と
食
育
の
推
進
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① 県教委の「体
力づくり１校１プラ
ン」やスポチャレを
もとに，全校で体
力アップに取り組
む。

保健安全
（松田）

・「早寝早起き朝ご飯」に取り
組んではいるが，生活習慣の
改善が必要な児童は，どのク
ラスにも複数名いて改善が難
しい。
・昨年度PTA研修部を巻き込
んだように，家庭への啓発を
更に工夫し，家庭と連携した
指導が必要である。
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★③ 学校評価の
重点として項目を
設け，継続的に評
価・改善を行う。

教頭
（榎）

・週案をもとに学年で教育課
程の管理や調整ができるよう
になってきた。
・年間指導計画をもとに教科
での学びを全教育課程につな
げていく教員のカリキュラムマ
ネジメント力の向上が必要で
ある。

教務主任
（加納）

指導研究
（赤池）

CS事業担当
（加納）

情報教育
（土田）

・教科や総合的な学習の時間
の中で，地域人材による授業
や体験活動を各学年が工夫し
行うことができてきた。
・地域のよさを感じ，大切にし
ていきたいという思いは育ち
つつあるが，他者と関わり合う
力が弱い児童がいる。
・ICT活用については教員の
力量差が大きいため，本年度
も若プロで研修を行い，ICTの
活用力を向上させる。

★② 地域の人・
物・事の教育資源
を積極的に開発
し，ICTを活用して
教育活動を深化
充実させる。

・全校で取り組むよう働きかけ
たことで，スポチャレに取り組
む児童の意識が昨年度98％
に向上し，上位に入賞するク
ラスも増加した。
・週に1回はスポチャレに取り
組んでいく。

② 自らの身体や
命を大切にしなが
ら健康や体力を増
進する健康安全
教育の充実を推し
進める。

・訓練の際，火災や地震など
状況に応じた行動を取れる児
童が増えている。しかし，真剣
みに欠ける児童もいる。
・教師はマニュアルを基にした
訓練に慣れてきたが，臨機応
変に判断・指示する訓練はあ
まりできていない。

保健安全
（岡田）

★③ 学校保健委
員会を中心に家
庭と連携を図りな
がら，基本的な生
活習慣を培う。
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